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電気事業者による省エネ情報提供等の
取り組みについて

2011年3月9日

電気事業連合会

資料１
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１．低炭素社会実現に向けた電気事業

の取り組み

２．家庭部門における省エネ情報提供等

の取り組み

３．業務・産業部門における省エネ診断等

の取り組み

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

【事例紹介】

関西電力グループにおける省エネ診断等

の取り組み

【目 次】
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低炭素社会の実現に向けた需給両面の取組の展開
１．低炭素社会実現に向けた電気事業の取り組み

高効率機器の普及・
電化による省エネ

（ヒートポンプ、電気自動車等）

系統電力の一層の
高効率・低炭素化

（原子力の活用、再生可能
エネルギーの利用拡大等）

×

低炭素社会の実現へ

需要サイド供給サイド

○低炭素社会の実現に向けた電気事業の取組みの柱は、供給サイドでの系統電力の一層の高効率・
低炭素化、需要サイドでの高効率機器の普及・電化による省エネ。

＜系統電力の低炭素化・高効率化＞原子力､高効率火力発電､再生可能エネルギーの利用拡大等

＜高効率機器の開発・普及＞ ヒートポンプ、電気自動車等

○電力需給両面において、官民一体となって実効ある対策を長期的な視点から着実に講じていくこと
が重要。

IEEJ: 2011年4月掲載
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供給サイド：ＣＯ２排出原単位低減に向けた取り組み
１．低炭素社会実現に向けた電気事業の取り組み

電気の
供給面

非化石エネルギー
の利用拡大

国際的な
取組み

電力設備の
効率向上

○電気事業者は、様々な面からＣＯ２排出抑制対策を実施している。

安全確保を前提とした原子力発電の推進

再生可能エネルギーの開発・普及

火力発電熱効率のさらなる向上

送配電ロス率の低減

…水力、地熱、太陽光、風力、バイオマス

…LNGｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電の導入、石炭火力の高効率化

…高電圧送電、低損失型変圧器

京都メカニズム等の活用

セクター別アプローチへの取組み

…ｸﾘｰﾝ開発ﾒｶﾆｽﾞﾑの活用や炭素基金への出資等

…APPへの参加（ピアレビュー活動）等

研究開発等
ｸﾘｰﾝｺｰﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、次世代送配電技術（ｽ
ﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ）、CO2回収・貯留技術

IEEJ: 2011年4月掲載
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○原子力発電を中心としたベストミックス推進の結果、電力使用量な大幅に増加したにも
かかわらず、使用端ＣＯ２排出原単位は抑制してきた。

供給サイド：ＣＯ２排出原単位低減に向けた取り組み
１．低炭素社会実現に向けた電気事業の取り組み
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需要サイド：ＣＯ２排出抑制に向けた取り組み
１．低炭素社会実現に向けた電気事業の取り組み

ｵﾌｨｽ利用、自社保有車輌利用における取組み

電気の
使用面

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ蓄熱ｼｽﾃﾑなど負荷平準化の推進

…環境家計簿、省エネ機器の展示会、省ｴﾈｾﾐﾅｰ開催

…ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ蓄熱式空調・給湯

…ヒートポンプ、蓄熱式空調・給湯、電気自動車等

省エネルギー

電気事業者自らの
使用者としての取組み

ヒートポンプによる再生可能エネルギー、
未利用エネルギーの利用促進

電化の推進､省エネルギー･高効率機器の
普及

省エネルギー・省CO2PR活動･情報提供

○ＣＯ２排出抑制のためには、供給サイドの取り組みに加え、需要サイドでの取り組みも
重要。省エネのＰＲ活動・情報提供も大きな柱の一つ。

…空気熱、地中熱、河川水、海水等の水を熱源とする熱、
下水熱、工場・変電所等からの排熱

研究開発等 超高効率ヒートポンプ、電気自動車等

IEEJ: 2011年4月掲載
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１．低炭素社会実現に向けた電気事業

の取り組み

２．家庭部門における省エネ情報提供等

の取り組み

３．業務・産業部門における省エネ診断等

の取り組み

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

【事例紹介】

関西電力グループにおける省エネ診断等

の取り組み
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省エネ法に基づく一般消費者への情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、ご家庭のお客さまに対する省エネ・コンサルティングとして、ホームページ
を中心に、様々な省エネ情報提供を実施。

各電力会社における主な取り組み

○検針票での毎月の電気使用量の前年同月値に
関する情報提供

○ホームページ等での過去一年間程度の月別の
電気使用量の情報提供

○ホームページやパンフレット等での各種省エネ
情報の提供

・電気製品の上手な使い方
（使用方法の工夫、待機時消費電力 等）

・電気製品の上手な選び方

○エコキュート等の電化省エネ住宅のＰＲ

○ホームページ等での省エネ・省ＣＯ２の
シミュレーションに関する情報提供

○環境家計簿等のCO2見える化ツールの提供

省エネ法第86条に基づく情報提供の項目
（平成18年7月25日経済産業省告示第235号）

1) 一般消費者の毎月のエネルギーの使用量の前年同
月値に関する情報提供

2) 一般消費者の過去一年間の月別のエネルギー使用
量及び使用料金に関する情報の提供

3) エネルギーを消費する機械器具の使用方法の工夫
によるエネルギーの使用量の削減量及び使用料金
の削減額の目安等の提供

4) エネルギーの使用の合理化に資する機械器具につ
き、エネルギーの消費量との対比における当該機械
器具の性能、当該機械器具の普及促進のための助
成制度等に関する情報の提供

5) 前各号に掲げるもののほか、契約又は住居形態別
のエネルギーの使用量の目安等、エネルギー供給事
業者の創意により実施する一般消費者が行うエネル
ギーの使用の合理化に資する情報の提供

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例①検針票での毎月の電気使用量の前年同月値の情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

（出所）東京電力ホームページ http://www.tepco.co.jp/e-rates/individual/basic/charge/charge01-j.html

契約名義

契約種別

当月の電気使用量

当月の電気料金

当月電気料金の内訳

太陽光発電促進付加金

口座振替割引額

燃料費調整単価

口座振替予定日
及び次回検針予定日

お問い合わせ先

お客さま番号

前年同月の電気使用量

ご参考までに 昨年8月分は
31日間のご使用で314kWhです。

■ 検針票の例（東京電力）

○電力各社は、検針票にて、電気使用量、電気料金、口座振替予定日等の情報のほか、
前年同月の使用量を表示。検針票裏面においては、適宜、省エネ情報等を提供。

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例②過去一年間の月別の電気使用量の情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

（出所）北海道電力ホームページ http://www.hepco.co.jp/userate/price/service/smp_01.html

■ 過去24ヶ月間の月別の電気使用量と電気料金の情報提供の例（北海道電力）

○ 電力各社は、お客さまからの求めに応じて、ホームページや窓口等で過去１～２年程度
の月別の電気使用量・電気料金の情報を提供。

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例③電気製品の上手な使い方に関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、ホームページやパンフレット等で、省エネに役立つ電気製品の上手な使い
方に関する情報を提供。

■ 電気製品の上手な使い方に関する情報提供の例（北陸電力）

（出所）北陸電力ホームページ https://www2.rikuden.co.jp/kankyoukakeibo/A03.html

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例④待機時消費電力に関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、ホームページやパンフレット等で、待機時消費電力の削減に役立つ情報
を提供。

（出所）中国電力ホームページ http://www.energia.co.jp/enetoku/school/es_15.html

■ 待機時消費電力に関する情報提供の例（中国電力）

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例⑤電気製品の上手な選び方に関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、ホームページやパンフレット等で、省エネに役立つ電気製品の上手な選び
方に関する情報を提供。

（出所）中部電力ホームページ http://www.chuden.co.jp/ryokin/information/economy/hiketsu/index.html

■ 電気製品の上手な選び方に関する情報提供の例（中部電力）

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例⑥
 

エコキュート等の省エネ電化住宅に関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、高効率給湯器“エコキュート”を中心とした、省エネ・省CO2で安心・快適な

 オール電化住宅に関する情報を提供。

■ ＴＶＣＭの例（中部電力） ■ イベントの例（東京電力）

■ ＰＲ施設の例（関西電力） ■ ホームページの例（九州電力）

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例⑦省エネ・省ＣＯ２のシミュレーションに関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 一部の電力会社では、ホームページ上で、簡易な省エネ（省CO2）診断を実施している。

（出所）東京電力ホームページ http://www.tepco.co.jp/life/custom/life-navi/index-j.html

■ 省エネ・省CO2に関する情報提供の例（東京電力）

IEEJ: 2011年4月掲載
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事例⑧省エネ・省ＣＯ２のシミュレーションに関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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事例⑨環境家計簿に関する情報提供
２．家庭部門における省エネ情報提供等の取り組み

○ 電力各社は、家庭におけるCO2排出量に関する計算ツール（環境家計簿）をホームペー
ジで提供。

■ 環境家計簿の例（東北電力）

（出所）東北電力ホームページ http://www.tohoku-epco.co.jp/cgi-bin/00002310/simulation/index.cgi?m=co2

IEEJ: 2011年4月掲載
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１．低炭素社会実現に向けた電気事業

の取り組み

２．家庭部門における省エネ情報提供等

の取り組み

３．業務・産業部門における省エネ診断等

の取り組み

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

【事例紹介】

関西電力グループにおける省エネ診断等

の取り組み
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ホームページでの省エネ情報提供の例（業務用）
３．業務・産業部門における省エネ診断等の取り組み

■ ホームページでの省エネ情報提供の例＜業務用＞（九州電力）

○ 省エネのチェックポイント等、省エネに役立つ情報をホームページで公開。

（出所）九州電力ホームページ http://www.kyuden.co.jp/service_esco_gyomu.html

IEEJ: 2011年4月掲載
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ホームページでの省エネ情報提供の例（産業用）
３．業務・産業部門における省エネ診断等の取り組み

（出所）中部電力ホームページ http://www.chuden.co.jp/bizene/efactory/index.html#check5

■ ホームページでの省エネ情報提供の例＜産業用＞（中部電力）

IEEJ: 2011年4月掲載
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電力会社による法人のお客さまへのトータルソリューションの提供
３．業務・産業部門における省エネ診断等の取り組み

○ 電力各社は、グループ企業とも連携し、お客さまのニーズに応じて、エネルギー全般に
関するトータルソリューション・サービスを提供している。

○ 省エネルギー診断についても、トータルソリューションの一環として適宜実施。

■ トータルエネルギーソリューションの例（四国電力）

【参考】省エネ診断、ＥＳＣＯを手掛ける電力各社の主なグループ企業

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

北電興業
東北ｴﾈﾙ
ｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ

日本ﾌｧｼﾘ
ﾃｨ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ

シーエナ
ジー

北陸電気
工事

関電ｴﾈﾙ
ｷﾞｰｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ

ｴﾈﾙｷﾞｱ･
ｿﾘｭｰｼｮﾝ･ｱ
ﾝﾄﾞ・ｻｰﾋﾞｽ

四電
ｴﾅｼﾞｰ
ｻｰﾋﾞｽ

西日本
環境ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ
ｴﾅｼﾞｰ

（出所）四国電力ホームページ http://www.yonden.co.jp/business/solution/index.html

IEEJ: 2011年4月掲載
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ボイラの省エネ診断（簡易的な手法による蒸気配管ロスの把握）①

蒸気の供給端（ボイラ出口）と需要端（蒸気使用

 
設備入口）に流量計を設置し、その差分からロス量

 を定量評価する。

● 全ての需要端に流量計の設置が必要

● 流量計の設置のため、配管の切断工事が発生

３．業務・産業部門における省エネ診断等の取り組み

■ 蒸気配管における省エネルギー診断の例＜産業用＞（東京電力）

＜一般的な蒸気システム＞

• ボイラロス（排ガス損失など）

• 配管ロス（放熱・漏れなど）

• ドレンロス（使用端でのロス）

○ 蒸気供給システムには以下のロスが存在
（右上図）

○ 蒸気配管ロスを定量的に把握するには

 一般的に多くのコストと時間が必要

 

（右例）

＜蒸気配管ロス計測方法の例＞

○ 工場等で蒸気を使用する際に、燃焼ロスや蒸気配管での放熱などの熱損失が発生して

 いることは一般的に知られているが、これまで手間やコスト面の課題から、定量的に把

 握することは難しかった。

ボイラ給水ボイラ給水

燃料燃料

ドレントラップドレントラップ

配管ロス（放熱や漏れ）配管ロス（放熱や漏れ）

蒸気使用設備蒸気使用設備

蒸気使用設備蒸気使用設備

ボイラボイラ

ボイラロスボイラロス

ドレンロスドレンロス

ドレンロスドレンロス

ボイラ給水ボイラ給水

燃料燃料

ドレントラップドレントラップ

配管ロス（放熱や漏れ）配管ロス（放熱や漏れ）

蒸気使用設備蒸気使用設備

蒸気使用設備蒸気使用設備

ボイラボイラ

ボイラロスボイラロス

ドレンロスドレンロス

ドレンロスドレンロス

100%

燃料
投入

ボイラ
出口

蒸気使用
設備入口

蒸気使用
設備出口

排水 0%

100%

実際に
使用される

熱量

配管ロス

ボイラロス

ドレンロス
0%

0%
給水

配管ロスは
定量的な把握が

難しい

＜蒸気の使用実態の例＞

エ
ネ

ル
ギ

ー
投

入
量

に
対

す
る

割
合

IEEJ: 2011年4月掲載
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ボイラの省エネ診断（簡易的な手法による蒸気配管ロスの把握）②
３．業務・産業部門における省エネ診断等の取り組み

手法の一例：無負荷時ボイラ蒸発量計測（特許出願中）

蒸気使用設備を停止した状態（無負荷状

態）で、配管内圧力を一定に保つようにボ

イラを稼動させることにより、蒸気配管ロス

（＝供給蒸気熱量）を計測

今までに約１０件の工場で実際に計測し、ボイラへ投入した熱量（燃料消費量）に対して

５～４５％の蒸気配管ロスが存在しているという結果が得られている。

簡易的な見える化手法によりエネルギー使用実態を定量的に把握することで工

場の省エネ促進につながる

【計測概要】

• ボイラ周辺の既設計量器のみ

を使用して計測を実施

• 数時間の定常運転にてデータ

取得が可能

○ 蒸気配管での熱損失を短時間で簡易に計測する手法を確立し、お客さまの蒸気使用実
態の『見える化』サービスを提供。

※熱損失の計測は、既設の計量器（燃料流量計、ボイラ給水流量・温度計、蒸気圧力・温度計）等を活用

ボイラ給水ボイラ給水

燃料燃料

ドレントラップドレントラップ

配管ロス（放熱や漏れ）配管ロス（放熱や漏れ）

蒸気使用設備蒸気使用設備

蒸気使用設備蒸気使用設備

ボイラボイラ

：既設計量器に：既設計量器に
よる計測箇所よる計測箇所

①蒸気使用設備を
停止（無負荷状態）

②配管ロスにより
圧力が低下

③圧力を一定に維持する
ようにボイラが運転

無負荷時の供給蒸気熱量＝配管ロス

ボイラ給水ボイラ給水

燃料燃料

ドレントラップドレントラップ

配管ロス（放熱や漏れ）配管ロス（放熱や漏れ）

蒸気使用設備蒸気使用設備

蒸気使用設備蒸気使用設備

ボイラボイラ

：既設計量器に：既設計量器に
よる計測箇所よる計測箇所

①蒸気使用設備を
停止（無負荷状態）

②配管ロスにより
圧力が低下

③圧力を一定に維持する
ようにボイラが運転

無負荷時の供給蒸気熱量＝配管ロス

IEEJ: 2011年4月掲載
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１．低炭素社会実現に向けた電気事業

の取り組み

２．家庭部門における省エネ情報提供等

の取り組み

３．業務・産業部門における省エネ診断等

の取り組み

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

【事例紹介】

関西電力グループにおける省エネ診断等

の取り組み

IEEJ: 2011年4月掲載
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消費者ニーズを踏まえた省エネ情報提供の継続
４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

○ 「快適さや便利さと両立するなら、環境に配慮した生活をしたい」と多くの消費者が考えており、快適
性・利便性を損なわない省エネ行動が必要とされている。

○ また、習慣的に実践されている省エネ行動がある一方で、「故障を待たずに省エネ家電に買い替え
る」消費者は尐ない。

⇒引き続き、消費者のニーズを踏まえながら、省エネ家電を早期に導入するメリットや実践されていな
い省エネ行動のメリットを理解してもらうような情報提供に努めていくことが重要ではないか。

■「環境」と「快適・便利さ」どちらを優先させますか？

■省エネに関して実行していることはありますか？

快適さ・便利さが両立
するなら、環境に配慮
した生活をしたい

８７％

環境よりも、
快適・便利な
生活を優先

４％

快適さ・便利さ
よりも、環境に配慮

９％

■現在、習慣的に実践していることは何ですか？

習慣的に
何かしら
実行

４６.７％

時々
何かしら
実行

４５.６％

特別な行動
はしていない
７.６％

省エネは全く
気にしていない
０.１％

出所：東京電力「環境意識・行動に関する調査」
（2008年12月実施、Ｎ＝1,476）

IEEJ: 2011年4月掲載
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業務・産業部門のエネルギー管理の強化・推進
４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

 エネルギー管理の強化・推進を図るためには、電気・ガス・石油・熱を問わず、使用エネル
ギー量を用途別や工程別に定量的に把握することが求められるが、各工場・事業場にお
いては、計測に係る費用の負担が問題となる（省エネよりもコストが優先課題となる傾向も
見受けられる）。

 エネルギー使用者に対する「エネルギーの見える化と管理」のための支援制度（計測器、ｼ
ｽﾃﾑ構築、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ費用 等）を創設することにより、省エネ管理の“裾野“の拡大が期待
される。

 特に、蒸気計測はコストが嵩み、定量把握が行われていないケースが多いため、簡易な
計測手法の普及促進や蒸気計測費用等の補助など、早急な支援策の実施が望まれる。

エネルギー管理ﾂｰﾙ(電力量）の例

IEEJ: 2011年4月掲載
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○原油換算値によるエネルギー管理が義務づけられている特定事業者と異なり、家庭等の
小規模なエネルギー使用者においては、エネルギー種別ごとに省エネを行う傾向にある
が、エネルギー種別ごとの省エネ努力には限界がある。

○大幅な省エネを実現するためには、一次エネルギーの概念を家庭等においても浸透させ、
エネルギー種別の垣根を越えて、エネルギー全体の使用量が最も尐なくなるような「エネ
ルギーの選択と高効率機器の導入」を誘導していくことが必要ではないか（参考①～③）。

計 96GJ 一次エネルギー総量の理解が必要（代替指標としてCO2排出総量も有効）

家庭や中小企業におけるこれからのエネルギー管理のあり方
４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

都市ガス

灯 油

電 力

21GJ
（467m3）

20GJ
（545L）

55GJ
（5,639kWh）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

火 力

水力、
太陽光 他

原子力

都市ガス

灯油

電気の一次エネ換算 ＝ 9 .76MJ/kWh ＝ 3.6MJ/kWh ÷ 36.9％（火力発電所の熱効率）

20GJ

(効率300%）

(効率80%）

FF式

(効率80%）

照 明
4GJ

家電等
14GJ

暖 房
16GJ

給 湯
17GJ

冷 房
7GJ

負荷※
※住宅事業建築主の判断基準
Ⅳb地域断熱等級4住宅の年間負荷■ 家庭におけるエネルギー使用の例

IEEJ: 2011年4月掲載
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参考① 節約努力による省エネ効果試算例

給 湯
17GJ

暖 房
16GJ

冷 房
7GJ

照 明
4GJ

家電等
14GJ

(効率80%）

(効率300%）

(効率80%）

(効率300%）

21GJ
（467m3）

20GJ
（545L）

55GJ
（5,639kWh）

計 96GJ（ベースライン）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

ベースライン 節約努力による省エネ

19GJ
（425m3）

18GJ
（490L）

50GJ
（5,075kWh）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

計 87GJ（△9％）

(効率80%）

負荷※

１
割
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
努
力

※住宅事業建築主の判断基準
Ⅳb地域断熱等級4住宅の年間の負荷を参照

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

(効率80%）

○ 節約努力による省エネ効果を１割程度※と仮定（快適さ・便利さを著しく損なわない程度）。

FF式 FF式

※（参考）住環研 HEMS実証試験 省エネ効果評価解析結果→約１割の省エネ

20GJ 18GJ

都市ガス

灯 油

電 力

都市ガス

灯 油

電 力

IEEJ: 2011年4月掲載
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参考② エネルギー種別ごとの管理（買替）による省エネ効果試算例

照 明
4GJ

家電等
14GJ

(効率80%）

(効率300%）

(効率95%）

(効率600%）

20GJ
（545L）

55GJ
（5,639kWh）

計 96GJ（ベースライン）

ベースライン
高効率機器導入
による省エネ

18GJ
（398m3）

18GJ
（501L）

37GJ
（3,824kWh）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

計 73GJ（△24％）

負荷※

※住宅事業建築主の判断基準
Ⅳb地域断熱等級4住宅の年間の負荷を参照

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

(効率87%）

○ エネルギー種別ごとの管理（高効率機器への買い替え）による省エネ効果は２割程度。

21GJ
（467m3）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

ＬＥＤ

液晶

1.6GJ

11GJ

暖 房
16GJ

給 湯
17GJ

高
効
率
機
器
へ
の
買
い
替
え

潜熱回収型

高効率エアコン
冷 房
7GJ

・高効率ｴｱｺﾝで5割減
・照明で6割減
・家電買替で2割減 と仮定

FF式

(効率80%）

FF式

20GJ 14GJ

都市ガス

灯 油

電 力

都市ガス

灯 油

電 力

IEEJ: 2011年4月掲載
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参考③ エネルギー選択と高効率機器導入による省エネ効果試算例

照 明
4GJ

家電等
14GJ

(効率80%）

(効率300%）

(効率95%）

(効率600%）

20GJ
（545L）

55GJ
（5,639kWh）

計 96GJ（ベースライン）

ベースライン
ｴﾈﾙｷﾞｰ選択＋高効率
機器導入による省エネ

18GJ
（398m3）

45GJ
（4,564kWh）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

計 63GJ（△34％）

負荷※

※住宅事業建築主の判断基準
Ⅳb地域断熱等級4住宅の年間の負荷を参照

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

○ エネルギー種別ごとではなく、エネルギーの選択を含めた統合的管理を行うことにより、
「最も省エネとなる対策の選択」が行えるようになる（省エネ効果は３割）。

21GJ
（467m3）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
（使用ｴﾈﾙｷﾞｰ量）

ＬＥＤ

液晶

1.6GJ

11GJ

暖 房
16GJ

給 湯
17GJ

エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
＋
高
効
率
機
器
導
入

潜熱回収型

高効率エアコン
冷 房
7GJ

灯油暖房から
ｴｱｺﾝ暖房に転換

・暖房で6割減
・高効率ｴｱｺﾝで5割減
・照明で6割減
・家電買替で2割減 と仮定

FF式

(効率80%）

20GJ 16GJ

都市ガス

灯 油

電 力

都市ガス

電 力

IEEJ: 2011年4月掲載
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１．低炭素社会実現に向けた電気事業

の取り組み

２．家庭部門における省エネ情報提供等

の取り組み

３．業務・産業部門における省エネ診断等

の取り組み

４．省エネ行動のより一層の促進に向けて

【事例紹介】

関西電力グループにおける省エネ診断等

の取り組み

IEEJ: 2011年4月掲載
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・省エネ診断
・ESCO

・エネルギー管理
・設備コンサル

・設備メンテ
・環境コンサル
・劣化診断
・老朽化対策等

2030年における関西電力
グループのありたい姿

確固たる価値観

盤石の事業基盤
（安全・安定供給、人、設備等）

ベストソリューションの追求

（ＣＳＲ、安全文化、人を大切にする経営）

新時代の
エネルギー
安定供給の
パイオニア

低炭素社会の
メインプレーヤー

さらに幅広い
サービスと
グローバルな
貢献

エネルギーと暮らしの
ベストパートナー

お客さまへのエネルギーソリューション提供活動の実施体制
【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み

○２０１０年４月に施行された改正省エネ法により、従来以上に多くの企業に省エネ・省ＣＯ２対策が求め
られる状況となっている。（工場・事業所単位から企業単位でのエネルギー管理の実施）

○関西電力グループでは、お客さまの「環境性」と「経済性」の両立に向け、グループ一体となり、お客さ
まの設備のライフサイクルに合わせたエネルギーソリューションの提供を目指している。

関西電力グループ長期成長戦略2030より

関西電力グループ

お客さま

（本店） （事業所） （事業所）

お客さまの省エネ・省コスト・省ＣＯ２の実現

お客さま設備のﾗｲﾌｻｲｸﾙに合わせたｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝの提供

○営業企画部門

○リビング営業部門

○エネルギー営業部門

○エンジニアリング営業部門

○地域開発部門

○営業本部

○エンジニアリング本部

○システム設計本部

○ユーティリティ本部

○・・・

連携

関西電力（株）お客さま本部

（本店・支店・営業所）

（株）関電ｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ

［KENES］

その他関係会社・・・

IEEJ: 2011年4月掲載
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エネルギー使用機器・設備全般に対し、エネルギー使用・設備運用実態を詳細に調査・測定し、省エ
ネルギーのみならず、省コスト、環境性改善までを含めた総合的な観点からの改善案を導出すること

関電グループの診断

機器・設備からプラントまでの幅広い複眼的診断

省エネ・省コスト・環境性等を含む総合的な診断
（お客さまニーズに応じた診断項目の絞り込み）

設備実態を反映した実務的・現実的な診断

中立的な立場からの診断

一般的な診断

特定の機器・設備を対象としたパターン化された
診断

省エネに限定した診断
（画一的な診断項目）

机上（理論）重視の診断

ビジネス等を目的とした診断

省エネルギー診断の位置づけと特徴

関西電力グループのエネルギーソリューション提供イメージ

エネルギー

診断
お客さま

・運用改善

・機器入替

アフター

フォロー

省エネ・省コスト

省ＣＯ２の実現

関西電力グループの「省エネ診断」とは・・・

エネルギー

使用実態把握

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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・省エネ
・省コスト
・信頼性
・環境性 等

お客さまニーズ

目 的

・熱、機械、電気、
化学、環境等すべ
ての分野を対象

取組み内容

・緊急性
・難易度
・期待度（効果）

等

優先順位

・照明
・空気圧縮機
・ポンプ
・ファン
・空調設備
（冷凍機）
（給排気ﾊﾞﾗﾝｽ）
・ボイラ
・受変電設備

等

診断対象設備

新
た
な
切
り
口
（ア
イ
デ
ア
）か
ら
の
改
善
策

現
状
の
問
題
・課
題
に
対
す
る
解
決
策

省エネ診断対象設備の決定

ニーズ調査 設備調査 現地調査 データ分析 結果説明

関西電力グループの「省エネ診断」の流れ

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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③ユーティリティサービス

①エネルギーマネジメント
サービス

②ＥＳＣＯサービス

受電設備や熱源・空調設備等、お客さまが必要とされる
ユーティリティ設備の最適システム設計・施工、資金調達、
所有、保守、性能管理、省エネ、運用、最適チューニングを
一括して実施するサービス

ビルや工場のエネルギー診断から設備機器の提供まで回
収、運用・保守・維持・管理をはじめ、資金調達まで含めた
エネルギーに関する効率改善、コスト削減の包括的なサー
ビス

エネルギー使用実態把握／エネルギー診断支援により、
お客さまの「省エネ・省コスト・省ＣＯ２」の実現に向けたサ
ポートを実施するサービス
○エネウィズ「さっと」： 省エネ法／エネルギー管理支援

（キックオフツール）
○エネウィズ「もっと」： 詳細測定（ソリューションツール）

（株）関電ｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ（Kenes）が提供する省エネ診断サービス

エネルギー使用量の把握・分析～省エネ対策の立案・実施までを一連でサポート

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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今後のｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ提案の方向性と必要な人材の育成
グループ一丸となり、お客さまと社会の省エネ・省コスト・省CO2に貢献し、さらなる「お客さま満

足の向上」と「低炭素社会の実現」を目指している。（関西電力グループ長期成長戦略より）

お客さまと社会

○省エネ・省コスト・省CO2に
対するニーズの高まり

当 社

○ヒートポンプ技術等を活用した
高効率機器

×
○低炭素な電気エネルギー

○省エネ・省コスト・省CO2を達成

お客さま満足向上

低炭素社会の実現

ゆるやかながら着実な電力需要増

○低炭素社会を支える盤石の基盤づくり

・非化石電源比率の向上

・計画的な設備投資（高経年化対応）

・太陽光発電の普及拡大局面における

系統の安定化

さらなる低炭素社会へ

高
効
率
機
器
の

普
及
拡
大 電
気
の

一
層
の
低
炭
素
化

お客さまと社会の省エネ・省コスト・
省CO2に貢献

さらなる省ＣＯ２

【オール電化“＋”（プラス）】
○エコキュートを中心とするｵｰﾙ電化に、太陽光発電や電気自動車等をプラス
【ヒートポンプ機器の普及促進】
○業務用分野に加え、産業用分野のお客さまにも積極的にご提案

法人のお客さまについては、これまでの業務用空調分野に加え、給湯・厨房分
野や産業プロセス分野においても、最適なエネルギーシステムの提案をより一
層強化していく。

産業プロセス分野を含め、より高度な技術提案ができる
人材の育成が必要となってくる。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
器
等
を
導
入
頂
く
こ
と
で
お
客
さ
ま
の
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
実
現

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載



36

参考１

省エネ診断の概要

診断設備 診断項目 診断概要

1 照明設備 照明器具の変更とスイッチ回路の分割化
・使用エリア毎の照度（昼間、夜間）の測定
・器具変更による照度シュミレーション検討と予測効果の試算

2 空気圧縮機 配管連絡による設定圧力の引下げ
・空気配管系統の圧力測定、空気圧縮機の運転状態の把握
・最適圧力への引下げによる消費電力の低減

3 冷凍機 高効率冷凍機の優先運転
・冷凍機の性能測定診断、計測による運転状態の把握
・冷凍機複数台の運転シュミレーションによるコスト算出比較

4 ボイラ 高効率ボイラの優先運転
・ボイラ燃料消費量、排ガスＯ2濃度の測定による空気比改善
・ボイラ性能測定診断による運転優先度の評価

5
ボイラ

(蒸気配管)
蒸気配管の放散熱量低減

・サーモグラフィー測定による発熱部位、発熱温度の把握
・保温施工による放散熱量低減効果の試算

6 排水処理設備 腐敗臭対策および廃棄物処理コストの低減
・「調質＋脱水」にて汚泥を減容化する方法、脱水機の検討
・廃棄物処理コストの低減試算

7
生産設備
(防虫対策)

工場建屋の防虫対策
・建物への外気流入量、建物外周での照度の測定
・開口部、誘虫率の高い場所の評価と個別対策の提案

8
生産設備
（ﾄﾞﾗｲﾔﾌｧﾝ）

乾燥装置のドライヤファン排熱の再利用
・乾燥機の温湿度、風量、粉塵量等の測定による運転状態把握
・排熱再利用吸込口までのダクト設置検討と蒸気削減試算

9
生産設備
(乾燥炉)

乾燥炉水切り空気の低圧ブロワ化
・水切り空気への空気圧縮量の把握、水切り効果の推定
・適正ノズルと低圧ブロワの採用による電力削減試算

10
生産設備
(工業炉)

焼鈍炉における熱損失の低減
・入出熱計測により、熱精算図作成し、損失量を把握
・排熱回収ボイラの設置による排熱損失の低減
・炉の開口部遮蔽板の仕様変更による放散熱量の低減

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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お客さまが実施する

主な省エネ活動項目

現
状
把
握

企業単位のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量把握

施設毎のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量把握

設備毎のｴﾈﾙｷﾞｰ使用実態把握

省
エ
ネ
活
動

対策立案①→設備運用改善

対策立案②→設備改修，更新

対策立案③→設備更新計画

対策実施，検証・効果確認

環境意識高揚のための取組み

①エネルギーマネジメントサービス

ｴﾈ･ｳｨｽﾞ
「さっと」

（法対応支援）

ｴﾈ･ｳｨｽﾞ
「もっと」
（詳細測定）

エネ診断

②ＥＳＣＯ
サービス

ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

◎

◎

○（詳細）

○（詳細）

◎
○

◎

◎

○ ◎

◎

◎

○

◎

運用改善
サービス

◎

○

○

現状把握から
対策計画へ 対策実施・検証へ

参考２

Kｅｎｅｓによる法人のお客さま向け省エネ関連サービス

③ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
ｻｰﾋﾞｽ

【事例紹介】 関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み IEEJ: 2011年4月掲載
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KenesのＥＳＣＯ採用事例①（Ａ病院さま）
【事例紹介】

 

関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み

設備の老朽化に伴いＥＳＣＯを導入。補助金も活用し、空調・給湯・照明に高効率機器を採

 用することで、イニシャルレス・年経費低減・環境性向上を図る

【用途】病院

 

【場所】兵庫県

 

【サービス開始】２０１０年４月

削減効果導入設備概要

●省エネ率

 

●省ＣＯ２率

 

●省コスト率

導入前

 

後

 

導入前

 

後

 

導入前

 

後

＜空調設備の高効率化＞
・Ａ重油焚吸収式冷温水器を高効率チラーに更新
・先進性と省エネ効果の高いデシカント空調機を導入

＜給湯熱源の高効率化＞
・A重油焚温水ボイラーをＨＰ式の

 
高効率給湯設備へ更新

＜照明設備の高効率化＞
・白熱球ダウンライトを高効率Ｌ

 
ＥＤ照明器具に更新

▲約２５% ▲約５８%▲約５６%

＊導入設備のみ

IEEJ: 2011年4月掲載
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KenesのＥＳＣＯ採用事例②（Ｂ大学さま）
【事例紹介】

 

関西電力グループにおける省エネ診断等の取り組み

施設の快適性や使い勝手を損なわないまま、エネルギー消費比率の高い空調設備の更新

 や照明のＬＥＤ化を行い、優れた省エネ効果を実現するシステムを採用

【用途】学校

 

【場所】京都府

 

【サービス開始】２０１０年４月

削減効果導入設備概要

●省エネ率

 

●省ＣＯ２率

 

●省コスト率

導入前

 

後

 

導入前

 

後

 

導入前

 

後

＜ＧＨＰからＥＨＰへの改修＞
・運転時間の長いＧＨＰをＥＨＰ

 
へ更新

＜照明のＬＥＤ化＞
・LEDダウンライトの導入

 
（1,427台）

＜高効率変圧器の導入＞
・トップランナー油入変圧器へ更新

 
（300kVA１台、200kVA1台）

＜空冷ＨＰﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝへの更新＞
・既設の蒸気吸収式冷凍機・蒸気熱交換

 
器＋外気処理空調機・ＦＣＵを空冷ＨＰ

 
パッケージエアコンへ更新

＜空調制御の導入＞
・パソコンによるスケジ

 
ュール運転、タイマー

 
運転、温度制御により

 
無駄な運転を抑制

＜直膨空調機への改修＞
・空冷ＨＰチラーを高効率空冷ＨＰ

 
パッケージへ更新

▲約１０% ▲約１４%▲約１４%

IEEJ: 2011年4月掲載



家庭の省エネルギー推進取組みについて家庭の省エネルギー推進取組みについて

2011年３月９日

Ⅰ．エネルギー供給側（エネルギー事業者・設備
メーカー）の取組み・住宅事業者の取組み

Ⅱ．省エネルギー普及広報・促進への取組み
（住宅事業者・設備事業者向け）

Ⅲ．省エネルギー普及広報・促進への取組み
（ユーザー向け）

Ⅳ．今後の取り組みについて

IEEJ: 2011年4月掲載
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Ⅰ．エネルギー供給側の取組み
（エネルギー事業者・設備メーカー）

①高効率機器の開発

�潜熱回収給湯器

�家庭用コージェネレーション（エコウィル）

�燃料電池コージェネレーション（エネファーム）

�太陽熱温水システム（ＳＯＬＡＭＯ）

②業界での普及推進取組み
�エコジョーズデファクト化⇒2013年までに

供給

エネルギー事業者・設備メーカー・住宅事業者 等

IEEJ: 2011年4月掲載
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Ⅰ．住宅事業者の取組み

③住宅省エネ基準への対応

（住宅全体のエネルギー需要削減）

�断熱性能の向上
�床暖房放熱率向上

�高断熱浴槽の導入

�高断熱バスユニットの導入

�節湯設備
�節湯器具（手元シャワースイッチ等）の充実・周知 次スライド参照

�シングルレバー水栓の改良 次スライド参照

需要

エネルギー事業者・設備メーカー・住宅事業者 等

使用者の無意識の
エネルギー使用の削減

IEEJ: 2011年4月掲載



【参考】節湯器具について

手元止水機能付きシャワーヘッド

手元でシャワーのON/OFFの切替可能

こまめに止めることで節湯

被験者実験より27.3％の節湯効果

シャワー吐水と併用することで44.0％の節湯効果

足踏み止水、シャワー吐水

足踏みによってON/OFFの切替可能

こまめに止めることで節湯

IEEJ: 2011年4月掲載



【参考】シングルレバー型水栓の出湯機構

シングルレバー

水需要時湯需要時

湯の出る領域

水需要の場合でも

使い勝手からこの領域で
使用される場合がある

5

シングルレバー水栓改良

⇒レバーを中央にした際にクリッ
ク感を付け、さらに左に回した場
合のみ湯が出る仕様とする

IEEJ: 2011年4月掲載
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Ⅱ．省エネルギー普及広報・促進への
取組み（住宅事業者・設備業者向け）

�住宅給湯・暖房セミナー

（ガス協会＋（財）ベターリビング）

�全国各地で定期的に高効率給湯器の効果、住
宅での省エネ設備導入のポイント、導入の助成
制度等を解説

�地方のガス事業者（LP含む）、工務店等対象

�ブルー&グリーンプロジェクト 2007年～

（（財）ベターリビング）

�エネルギー事業者・メーカーが負担して高効率
給湯システム1台出荷毎にベトナムへ1本の植樹
（2011年に200万台、2015年に1,000万台）

�住宅事業者、設備事業者へも協力を求める

住宅事業者、設備事業者への普及広報

③省エネ基準への対応

（断熱・節湯）

需要

①高効率機器の開発

②業界での普及推進

取組み（ＥＪデファクト化）

供給

エネルギー事業者、

設備メーカー、住宅事業者等

IEEJ: 2011年4月掲載



【給湯セミナー資料より】

省エネはチームプレー

� ホームランに頼らない！ 全員が「つなぐ野球」を！

４番：ユーザー（住民）

機器の効率に関心を！
高効率機器に安心しない！
常に節約意識を！

１番：熱源
高効率な機器の開発

「エコジョーズ」は
従来の石油給湯機より
確実に高効率

２番：配管
高効率な機器を
積極的にアピール！

ガス事業者は
「エコジョーズ」をプッシュ！

３番：水栓・浴槽浴室

高効率な機器の採用
機器を無駄にしない設計

7
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【給湯セミナー資料より】

４番バッター：ユーザー（あなた）

� ３番までの繋ぎを無駄にしないために！
� １番：メーカー（高効率な給湯機）

� ２番：エネルギー事業者

� ３番：設計者・ディベロッパー

� ユーザーは省エネに関心を！
� 給湯の消費エネルギーは非常に大きいです。

� 省エネ機器を積極的に選択しましょう。

� 無駄な湯使用は控えましょう！
� 省エネ給湯機を入れても、

� お湯を使いすぎれば「元の木阿弥」です。

ランナーが生還できるかは、あなた次第です！
8
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Ⅲ．省エネルギー普及広報、促進への取組み
（ユーザー向け）

� ユーザーへの省エネ普及広報

�学校教育、環境エネルギー館

�エコクッキング

�ウルトラ省エネBOOK

ターゲットは特定せず、一般的な普及広報（～2005年）ターゲットは特定せず、一般的な普及広報（～2005年）

�ブルー＆グリーン
プロジェクト

�給湯・暖房セミナー

住宅事業者

③省エネ基準対応

（断熱・節湯）
需
要

�省エネ普及広報

（学校教育、ウルトラ
省エネBOOK）

①高効率機器開発

②ＥＪデファクト化

供
給

ユーザー
エネルギー事業者

メーカー

IEEJ: 2011年4月掲載
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Ⅲ．省エネルギー普及広報、促進への取組み
（ユーザー向け）

� ユーザーへの省エネ普及広報
・学校教育、環境エネルギー館 ・エコクッキング ・ウルトラ省エネBOOK

�ブルー＆グリーン
プロジェクト

�給湯・暖房セミナー

住宅事業者

③省エネ基準対応

（断熱・節湯）
需
要

�省エネ普及広報

（学校教育、ウルトラ
省エネBOOK）

①高効率機器開発

②ＥＪデファクト化

供
給

ユーザー
エネルギー事業者

メーカー

�ターゲットを決めて普及促進、さらに見える化への取組み（2006年～）
①エネルックリモコン（エコジョーズ、エコウィル、エネファーム） ⇒次スライド参照

②webによるエネルギー利用状況の情報提供 ⇒次スライド参照

③エネルギーホームドクター（家庭の省エネ診断訪問） ⇒次スライド参照

④リースサービスの拡大（エネファーム、エコジョーズ、コンロ）

�ターゲットを決めて普及促進、さらに見える化への取組み（2006年～）
①エネルックリモコン（エコジョーズ、エコウィル、エネファーム） ⇒次スライド参照

②webによるエネルギー利用状況の情報提供 ⇒次スライド参照

③エネルギーホームドクター（家庭の省エネ診断訪問） ⇒次スライド参照

④リースサービスの拡大（エネファーム、エコジョーズ、コンロ）

ターゲットを決める

IEEJ: 2011年4月掲載



運転/発電・貯湯状況が確認可能

基本画面

発電/電力使用状況の見える化

発電量と電力会社からの購入電力量を表示

CO2削減量の見える化

エネファーム運転によるCO2削減量を
シンボル（葉、木）にて表示

【参考】エネルックリモコン（エネファーム）

11
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基本画面

集熱状況、貯湯量、CO2削減量

運転「切」にすると「太陽熱で温めたぬるめの
お湯」をそのまま利用

【参考】エネルックリモコン（ＳＯＬＡＭＯ）

12

運転「切」時
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【参考】インターネットによる登録制（無料）の
省エネ診断サービス①

� 毎月のガス料金・ご使用量がインターネットで確認できる登録無料のガス会社の
お客さま向けサービス（ガス会社のweb上より申し込み可）

� 月々のガス使用量比較や、類似世帯との比較等が可能
� ガス・電気・水道などのご使用量をご入力いただくことにより、省エネ・節約の目
安にできる省エネ行動サポートコンテンツも用意されている

13
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【参考】インターネットによる登録制（無料）の
省エネ診断サービス②

14
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【参考】インターネットによる登録制（無料）の
省エネ診断サービス③

15
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【参考】エネルギーホームドクター①

断熱改修工事やその他住宅に関する情報提供
(窓ガラス取替えなどによる省エネリフォームとそのコストなど)

•省エネ住宅のご紹介
（必要に応じて）

ステップ３

お客様の現状を踏まえた省エネ型機器のご紹介と取り替えた場
合の効果のご説明（図２）

•高効率型機器のご紹介・ご提案ステップ２

即できる省エネ行動（お風呂に続けて入る、ガスコンロの炎は鍋
の大きさに調節するなど)とその効果のご説明（図１）

•サービスの説明
•お客様とのコミュニケーション
•お客様の所有機器、現状などの把握

ステップ１

内容・具体例目的ステップ

� 東京ガスグループでは、一定の期間社内研修を受けた人材を省エネ診断員「エネル
ギーホームドクター」と位置づけ、東京都限定で、エネルギーホームドクターが各ご家
庭の省エネ化についてアドバイスさせていただく省エネ診断サービスを実施している。

図１

21 年 5 月 13 日

様の省エネ診断書 担当エネルギーホームドクター 0

１．お客様の省エネ行動度チェック

★★★お客さまにお勧めした省エネ行動★★★
＜浴室＞
入浴するときは時間を空けずに続けて入り、できるだけ追い炊きしないようにしましょう！
お風呂の残り湯を洗濯に使いましょう！
便座暖房の温度は低めに設定しましょう！
洗浄の水温を低めに設定しましょう！

<リビング>
ファンヒーターの設定温度を推奨温度の２０℃に設定しましょう！
エアコンの暖房設定温度を20度に設定しましょう！
エアコンのフィルターはこまめに掃除して、風量が低下しないようにしましょう！
画面はあかるすぎないように調節しましょう！

<キッチン>
必要なとき、必要な分だけコンロでお湯を沸かしましょう！
電気ポットのお湯を長時間使わないときは、保温せずに一度プラグを抜きましょう！
冷気を効率よく流すために、冷蔵庫の中をのものを整理し詰め過ぎない様にしましょう！

お客様の省エネ行動トータル取得ポイントは 冷蔵庫の設定温度は季節に合わせて適切な温度にしましょう！
煮物や茹でもので、別々の食材をできるだけ同時に調理しましょう！
余ったご飯は小分けして冷凍し、食べるときに解凍しましょう！

点でした。

２．お客さまのガス、電気の使用量と類似家庭の比較について
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図２■省エネ行動チェックリスト～省エネ度をチェックしましょう！今すぐできる省エネ行動をご提案！ お客さま名 担当
0.36 249.9

省エネ行動チェックリスト 掲載
現在実施して
いる項目

ページ ガス 電気 水道
年間CO２削減量
（kg-CO２）

1年間の節約金額
(円) 省エネ度

※所有していない機
器はポイント加算

給湯器 お風呂を沸かすときや入浴後はふたを閉めていらっしゃいますか？ Ｐ１６ ● 38.8 2,051 ★★★★

給湯器 入浴するときは時間を空けずに続けて入り、できるだけ追い炊きしないようにしていらっしゃいますか？ Ｐ１６ ● 29.1 1,538 ★★★★

給湯器 シャワーをこまめに止めていらっしゃいますか？ Ｐ１７ ● 28.2 1,492 ★★★★

電気温水便座 温水洗浄便座の温め機能を使うときはその都度ふたをしていらっしゃいますか？ Ｐ１８ ● 24.1 710 ★★★★

電気温水便座 便座暖房の温度は低めに設定していらっしゃいますか？ ※Ｐ１４ ● 18.2 537 ★★★

電気温水便座 洗浄の水温を低めに設定していらっしゃいますか？ ※Ｐ１４ ● 9.5 281 ★★

洗濯水 お風呂の残り湯を洗濯に使っていらっしゃいますか？ Ｐ１８ ● 12.0 8,209 ★★★

洗濯機 洗濯物は洗濯機の容量分までまとめて洗っていらっしゃいますか？！ ※Ｐ１５ ● ● 10.1 4,305 ★★

洗面水 顔を洗うときには水をだしっぱなしにしないようにしていらっしゃいますか？ Ｐ１７ ● 1.3 912 ★

お風呂合計 171.3
/27

ファンヒーター ファンヒーターの設定温度を推奨温度の２０℃に設定されていますか？ ※P４ ● 18.0 952 ★★★

2,205 エアコン エアコンの暖房設定温度を２０℃に設定されていますか？ ※P４ ● 36.6 1,080 ★★★★

エアコン エアコンのフィルターはこまめに掃除して、風量が低下しないようにしましょう！ Ｐ２２ ● 19.6 578 ★★★

エアコン 暖房時の使用時間をなるべく減らすようにしていらっしゃいますか？ ※P３ ● 28.1 829 ★★★★

エアコン 冷房の設定温度を２８℃にしていらっしゃいますか？ Ｐ２２ ● 18.5 547 ★★★

関連光熱費 削減効果

　

お
風
呂
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【参考】エネルギーホームドクター②
個々の省エネ診断を受けてもらうのは非常に難しい

� 現在、東京都内の10行政区にて実施

（東久留米市、清瀬市、西東京市杉並区一部杉並区一部小金井市、府中市、国分寺市、八王子
市調布市・狛江市）

� フリーとはチラシを配布してサービスを受けて頂いた件数。配布総数に対する受診者数は0.3％

程度。顧客とは､東京ガスライフバルの登録会員であり、トライアル期間中にご案内し、サービス
を受診頂いた件数。

フリー 1回目訪問 93

2回目訪問 44

顧客 1回目訪問 207

2回目訪問 96

440

300

延べサービス実施件数

面対者数

� 実施状況（ 2009年4月～2011年1月の累計）

17
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Ⅳ．今後の取組み その１ ～4番バッターのあなた～

（エネルギー事業者・メーカー⇒住宅事業者・設備業者⇒ユーザー）

� 個々のユーザーへの省エネ住宅・省エネ機器買い替え促進の意識付けは簡単で
はない。継続的な取組みが必要
� エネルギーホームドクター申し込み者は少ない

� 自治体セミナー、シンポジウムは低調

� 環境意識について二極化が進む傾向

� 省エネ効果・省エネ行動について政策連携、情報共有化によりもっと分かりやすく
情報を伝えていく必要がある

ユーザーに分かりやすく省エネ効果・省エネ行動促進を伝えるユーザーに分かりやすく省エネ効果・省エネ行動促進を伝える

経済産業省
•家電トップランナー基準（省エネ法)

•給湯器
•エアコン
•家電

環境省
•環境コンシェルジュ

•診断ソフト

国土交通省
•住宅トップランナー基準
（建築事業主設備込基準）

•給湯器（実効効率）
•エアコン（実効効率）
•節湯・照明、換気
•太陽光発電、太陽熱
•燃料電池コージェネレーション

省エネ評価・推進を
連携して分かりやすく

省エネ評価・推進を
連携して分かりやすく

IEEJ: 2011年4月掲載
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Ⅳ．今後の取組み その２ ～4番バッターのあなた～

（エネルギー事業者・メーカー⇒住宅事業者・設備業者⇒ユーザー）

� （特に）生活設備の買い替え促進の経済的インセン
ティブを
�高効率給湯器（エコジョーズ）のデファクト化により新築住宅には
エコジョーズが標準装備されていく（2013～）。

一方、給湯器・冷暖房設備・冷蔵庫・照明・断熱は、故障やトラブ
ルが無いと買い替えは起こらないため、次の設備更新（10～15

年）まではエコジョーズにはならない

買い替え促進の経済インセンティブの拡充・柔軟な運用をお願いしたい買い替え促進の経済インセンティブの拡充・柔軟な運用をお願いしたい

このような生活設備の買い替え促進にはインセンティブ（家電エコポイントのようなもの）が必要

給湯器は買い替えで確実に省エネになる。エコポイントのような対策には必ず入れてもらいたい給湯器は買い替えで確実に省エネになる。エコポイントのような対策には必ず入れてもらいたい

IEEJ: 2011年4月掲載
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給湯器のエコジョーズ買い替え促進の効果
� 現状では年間約180万台がＥＪ化、2020年でストック台数の約50％（1,500万台）、

2027年頃に100％ＥＪ化

買い替えインセンティブで＋90万台／年増加

2020年にストック台数の75％（2,250万台）ＥＪ化、2022年頃に100％ＥＪ化
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単位：万台

2020年時点のＣＯ２削減量 ＋225万ｔ
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年間160万台
EJが増加

50％（1,500万台）
ＥＪ化

2027年頃
100％EJ化

年間250万台
EJが増加

75％（2,250万台）
ＥＪ化【+750万台】

2022年頃
100％EJ化

230万台
国内のEJ化対象給湯器約3,000万台
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Ⅳ．今後の取組み その３ ～4番バッターのあなた～

（エネルギー事業者・メーカー⇒住宅事業者・設備業者⇒ユーザー）

� 新築住宅にはＨＥＭＳ導入を必須にしてもらいたい
� Zero Energy House 2020年トップランナー住宅には必須設備にして
もらいたい

� 新築住宅エコポイントのようなインセンティブが有効。断熱等級４もエコ
ポイント前は「効果は知られているが、効果で採用されない」ものだった
が、エコポイントで採用が飛躍的に向上

� 既築住宅のエコリフォームにおいてもＨＥＭＳ導入を必須にし
てもらいたい
� エコリフォームはインセンティブがないと需要は喚起されない
住宅エコポイント制度のようなインセンティブは今後も必須

� ＨＥＭＳ導入をインセンティブ付与の条件としてもらいたい

ＨＥＭＳの導入を支援をお願いしたい

IEEJ: 2011年4月掲載



ガス事業者によるお客さま先での省エネルギー活動
の取組みについて＇産業用・業務用（

平成１２年２月８日

大阪ガス株式会社

資料２－２
IEEJ: 2011年4月掲載



Ⅰ－産業部門
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０－産業部門における省エネルギーの必要性

①当社は大気汚染対策面、ＣＯ１対策面で効果の高い天然ガスの拡大に努めてきた

②エネルギー基本計画において、省ＣＯ１、セキュリティ等の観点をふまえ、2030年に向け
た「天然ガスシフト」の要請がなされている

低炭素社会の早期実現に向けた重要なエネル
ギー源であるとして、「天然ガスシフト」がうたわ
れている

②エネルギー基本計画での要請

Ⅰ－産業部門

2007年 2020年 2030年

産業部門の

天然ガス比率
０／％ ０４％ １／％

ｺｰｼﾞｪﾈ 430万

ｋＷ

800万

ｋＷ

1,100万

ｋＷ

①当社販売量の推移
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①産業部門における最終エネルギー消費のうち、76％が化石燃料の使用、いわゆる熱需
要であり、電気に加え、熱の省エネルギー対策が重要

②産業部門では直接燃焼を始め、高温から低温までのさまざまな熱用途が存在するため、
熱のカスケード利用が重要

出展 ９ コージェネレーションシステム白書 ＇財（天然ガス普及促進センター をもとに作成

1500℃

1100℃

700℃

300℃

100℃

80℃

50℃

蒸気

高温水

低温水

コージェネ
レーション

廃熱

乾
燥

冷
房 除

湿
給
湯

排気
再燃

冷
凍

暖
房

排ガス

熱の種類 熱利用用途温度

発電

ﾌﾟﾛｾｽ
加湿
滅菌

給水
余熱

１－熱需要対策の重要性

出展９総合エネルギー統計
2010

最終エネルギー消費に
占める電気と化石燃料

の割合

化石

燃料

76%

電力

24%

産業
部門

Ⅰ－産業部門

直接燃焼

セラミック燃焼

鉄鋼加熱

熱
処
理

溶
解
（非
鉄
）

IEEJ: 2011年4月掲載
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２－燃料転換・機器の高効率化

天然ガスへの燃料転換、リジェネバーナー導入、生産ラインの省エネ化等により、
大幅な省エネ・省ＣＯ１が可能

重油
＊

従来バーナ

＜STEP1＞

燃料の選択

バーナー
高効率化天然ガス化

＜STEP2＞

高性能機器
省エネアイテムの採用

リジェネバーナー、
高効率＇高ターンダウン（
ボイラー等

CO2排出量、エネルギー使用量＇削減イメージ（

ラインの
高効率化等

＜STEP3＞

生産ラインの省エネ等

Ⅰ－産業部門

CO2
排出量 ０／／ ６４ ４／ ３／

エネル
ギー量 ０／／ ０／／ ６４ ５４

ＳＴＥＰ０ ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２

IEEJ: 2011年4月掲載
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３－お客さま先での省エネ・省ＣＯ2促進の取組み

お客さまの省エネ支援のステップ＇イメージ（

現場ロスの
発見＋改善

生産ﾌﾟﾛｾｽ
見直し

ｼｽﾃﾑ改良

高効率ｼｽﾃﾑ
への更新

・無駄をなくす
・工場全体の精査

修繕・簡易な改善

・生産ﾌﾟﾛｾｽ見直し

・熱計測診断

ｼｽﾃﾑ見直し・改良

・技術開発、テスト

・設備入替

設備単体の更新

業種別省エネWG

・技術開発や省エネ対策検討を業
種別に展開
「鍛造圧延、熱処理」「金属溶解」
「繊維・リネン」「食品」「化学」

省エネ100選の策定・実施

・省エネ事例を元に省エネポイ
ントについて取りまとめ
・「工業炉」「ボイラー」「電気設
備」等の機器別、業種別で検
索できるデータベースを整備、
活用

活動事例の共有化

・各種社内会議で事例等知識
を共有化

見える化＆管理ツール

もっとSAVE、エネフレックス
電気、ガス、水道量等の計測・見える化や
人感センサー等省エネ運転管理が可能

省エネ設備促進スキーム

ファイナンススキーム
省CO2設備導入のためのファンド構成等

社内での知識・経験の共有

①お客さまニーズに応えた提案をすることで、他の提案と差別化
②省エネ診断および提案等には、多大な時間と労力をかけている

Ⅰ－産業部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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４－省エネエンジニアリングの流れ

０－エネルギー診断

２－バーナ開発３－燃料転換・省エネ改善

１－お客さま設備・製品テスト

◆専門部隊＇18名（＊地区メンテ・営業
◆改善ポイントの定量評価
◆最適システムの提案

◆30年以上の転換実績のノウハウ活用
◆転換費用の圧縮と工期の短縮

◆設備毎に最適なバーナシステムを開発

炉内温度分布を計測

計測器

エネルギー営業技術センター１号館

耐火物焼成
テスト 鋳鉄溶解テスト

◆事前の品質確認テスト

バーナテスト風景 現場テスト現場作業現地調査

Ⅰ－産業部門

４～０／人・日/炉

１～４人・日/炉２～３人・日/炉

※ケースバイケース

IEEJ: 2011年4月掲載
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炉壁の温度を計測 炉内温度分布を計測排気温度・成分を計測

計測器 報告書作成

ＳＴＥＰ０－エネルギー診断

お客さまの設備を詳しく診断。問題点を調査し、改善ポイントを定量的に評価

エネルギー診断概要

Ⅰ－産業部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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エネルギー営業技術センター１号館

耐火物焼成テスト

テ ス ト 場

鋳鉄溶解テスト銅溶解テスト

テスト風景

業種担当

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾎﾞｲﾗ・冷熱
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

鍛造・圧延

熱 処 理

金属溶解

塗装・メッキ

ガ ラ ス

化 学

食 品

ボ イ ラ

冷 熱

繊維・リネン

産業廃棄物処理

ＳＴＥＰ１－お客さま設備・製品テスト

得られたデータを基に、最適システムを提案。必要に応じ、当社実験場にあるテスト炉を
用いてお客さまのバーナー等を用いた製品テストを行い、品質確認

お客さま設備・製品テスト

Ⅰ－産業部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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バーナ図面作成

バーナテスト風景仕様打ち合わせ

現場テスト

ＳＴＥＰ２－バーナー・燃焼技術開発、機器システム開発

必要に応じ、最適なオーダーメイドバーナーを開発し、納入

1,200種類以上のバーナー開発実績をデータベース化、開発期間の短縮・最適化を実施

バーナー開発

Ⅰ－産業部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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ＳＴＥＰ３－燃料転換・省エネ改善 導入事例

安全性の向上や高効率化に対応するには
相当なコストが必要となる

）従来は常時パイロット燃焼方式＇メインとパイロットの個別検知（

ガスランスのみの
交換でシンプル！

高TDRでも吹消えや
スス発生無し！

火炎検知器の増設なし
で安全基準へ適合

従来型よりもノズル温度が
低下するため耐久性の向
上が期待される！

Ａ重油から都市ガス転換
リジェネバーナーによる省エネ

CO2削減量
約40％を実現

課題

Ⅰ－産業部門

ツインリジェネバーナー開発・導入＊燃料転換

・安全性能が向上した高ＴＤＲ・セルフパイロット燃焼方式のノズルを開発
・従来設備からバーナの一部変更のみでの更新を可能とした

【技術開発のイメージ】【工業炉概観】

IEEJ: 2011年4月掲載
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エネルギー診断による蒸気ボイラ系の高効率事例

上部は100℃以上
下部は60℃以下と

常に温度ムラがあり、
均等に混ざらないまま

高温の蒸気が放出されていた。

ボイラー

給水タンク

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ボイラー

ポンプ

ﾌﾞｰｽﾀｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾌﾗｯｼｭ蒸気
ドレン補給水

100℃

60℃

6％省エネ ボイラー

給水タンク

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ボイラー

ポンプ

ﾌﾞｰｽﾀｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ドレン

100℃

96℃

ボイラー

給水タンク

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ボイラー

ポンプ

ﾌﾞｰｽﾀｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾌﾗｯｼｭ蒸気
ドレン補給水

100℃

60℃

6％省エネ ボイラー

給水タンク

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ボイラー

ポンプ

ﾌﾞｰｽﾀｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ドレン

100℃

96℃

ボイラー

給水タンク

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ボイラー

ポンプ

ﾌﾞｰｽﾀｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ドレン

100℃

96℃

ドレンタンクか
ら98℃の温水
がオーバーフ
ロー

タンクが高温に
なりすぎて大量
の蒸気が発生

エネルギーロスの発見

結果

原因調査・対策の検討

ポイント

◆給水タンクの温度が100℃以
下なのにフラッシュ蒸気が出てい
る。
◆ボイラへの給水温度が温度計
よりも低く供給されている。

対 策

◆ドレン回収管をタンク下部まで
伸ばす
◆タンク容量が大きい場合は、
攪拌ポンプを設置する。

◆タンク内の温度が均一になり、
フラッシュ蒸気が減尐する
◆補給水が減尐し、給水温度が
上がる

効 果

蒸気が発生が
とまる

対策コスト９約50万円
省エネ９35,000m3/年

＇6％（
省コスト９210万円/年

参考 ボイラー

通常写真

サーモビュアー

サーモビュアー
による調査

IEEJ: 2011年4月掲載
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課題と対応案

省エネ提案は、多大な労力・時間がかかり、かつ、ノウハウも必要となる

一方でガス会社にとっても、機器メーカーにとっても、必ずしも売上増につながらない

①新たな機器の納入の必要のないソフト的な対応も多い

②補助金の活用を考えた場合、提案やオーダーメイド製品の仕様を提案しても、

相見積もりとなり、必ずしも落札できるわけではない

＇むしろ労力分を回収するため割高になり、落札できない場合も多い（

③特に中小ガス事業者のエリアの中小企業への提案は遅れていると推察される＇※1（

０－省エネ対策のルール化
例９省エネ法の基準をクリアできなかった事業者に対する省エネ診断促進

１－国による省エネ診断支援
例９省エネ診断を一定件数以上実施する事業者に対し、国が支援を行う

２－エネルギーの高度利用の促進・支援
ガスインフラの整備に対する支援

省エネ診断・提案をしたメーカー等の事業者が報われる仕組み

課 題

対 応 案

Ⅰ－産業部門

※1９「天然ガスの燃料転換・高度利用に関するワーキンググループ」第1回 中外炉工業株式会社さまのプレゼンより

IEEJ: 2011年4月掲載
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０－業務部門における省エネルギーの必要性

ビルエネルギー消費量の増大

・膨大な運営維持費
＇ライフサイクルコストの8割（

・多岐な設備機能
＇冷暖・換気・照明・給排水等（

運営・維持管理の合理化

極力コストをかけずにエネルギー消費の動きを

把握したい、制御したい

①IT化・インテリジェンス化により、エネルギー消費量・維持管理費は増大傾向

②2009年に改正省エネ法が施行され、適用範囲が拡大

③省エネルギー・省コスト実現へ、エネルギー消費の把握・制御への高いニーズ

Ⅱ－業務部門

省エネ法の改正
・業務用の省エネ対策強化が目的

→事業場単位の管理や報告義務が、
事業者単位へと拡大

出典９環境省ホームページ

業務用の伸び率が
相対的に大きい

IEEJ: 2011年4月掲載
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大阪ガスグループでは、幅広い「エネルギーの把握・制御ニーズ」に

リーズナブルに応えるよう、以下１システムをベースにサービスを展開

管理点数＇点（

5,000

1,000

300

0

20

ｺﾝﾋﾞﾆ・飲食

中規模病院
大型物販
中小ビル

高層ﾋﾞﾙ

大学・ﾋﾞﾙ

見える化のみ
見える化

＊ガス空調・小型CGS制御
ビル管理全体
複雑な制御

見える化＇リアルタイム（

＊簡易な設備発停制御

＇簡易なエネルギーマネジメント（

＇ガス空調を中心とする省エネ管理＊GHP制御（

１－大阪ガスのエネルギーマネジメントシステム概要①

他社の
本格的
ＢＥＭＳ

ガス空調・小型コジェネの
エネルギー管理向け

ビルや工場全体の

エネルギー管理向け

Ⅱ－業務部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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１－大阪ガスのエネルギーマネジメントシステム概要②

主な対象 主なサービス 主なメリット

◆ガス機器

・ＧＨＰ
＇ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ（

・ジェネライト
＇小型ガスコジェネ（

◆計測・見える化機能

・お知らせメール

◆省エネ制御

・スケジュール機能

・パトロール機能
＇自動設定変更機能（

◆追加費用・設備丌要

※一部有償メニュー有り

◆インターネットシステム
＇どこからでも監視・制御できる（

◆エネルギー等

・ガス消費量

・電力消費量

・熱量・水道量

◆センサー・機器

・センサ、カウンタ
＇人感・室温炉温・CO2濃度（

・空調・照明

◆計測・見える化機能
・系統毎、フロア毎、ライン毎

のｴﾈﾙｷﾞｰ量管理

・原単位(ｴﾈﾙｷﾞｰ．生産量)

管理等

◆省エネ制御

・空調や照明の簡易な制御、

スケジュール運転

・テナント毎の設定管理

◆安価で導入が容易
＇省配線、増設も容易（

◆高い拡張性
＇ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑでｶｽﾀﾏｲｽﾞ容易（

◆インターネットシステム
＇どこからでも監視・制御できる（

Ⅱ－業務部門 IEEJ: 2011年4月掲載



18

２，０－「エネフレックス」の特長

<システム概要と特長>

①機器運転データやエネルギー消費データをインターネットを介して簡単に管理

②メンテナンス用の遠隔監視システムを利用するため、追加設備・追加費用なし

で利用可能

Ⅱ－業務部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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<機 能> ① 状況を把握し ② ムダを見つけ ③ 省エネを実践

① 『見える化』 機能 ＇データ表示（

② 使いすぎお知らせメール

③-1 遠隔操作・スケジュール機能

一覧表示から傾向を把握し、
「ムダ遣い」や「消し忘れ」の機器を特定

自動で比較・判定を行いメールで通知、
ムダの早期発見が可能

確認したムダ運転の機器を
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由の遠隔操作で即刻是正

メールによる
通知イメージ

データ表示イメージ

遠隔操作
スケジュール運転

２，１－「エネフレックス」の機能

③-2 パトロール機能（自動省エネ制御）

設定値を元にムダ運転を見つけて、
自動的に設定変更

※パトロール機能は有償サービス

・設定ルール違反の室内機を自動的に設定変更
・冷房27度以下→28度設定に自動変更
・暖房21度以上→20度設定に自動変更
・消し忘れ確認 ＇停止予定時間に運転OFF（

・中間期の間引運転 ＇室外機運転台数抑制（

Ⅱ－業務部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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<システム導入実績と導入効果>

①2007年4月のサービス開始以降、お客さまがご活用される

②パトロール機能は、１／％近い省エネ効果を確認＇平均０８％（

２，２－「エネフレックス」導入実績と効果

0

50

100

150

200

250

300

15 20 25 30 35

Ｐなし

Ｐあり

多項式 (Ｐなし)

多項式 (Ｐあり)

気温（1日平均）

ガ
ス
量
（
１
日
分
）

パトロールなし

172.0m3／日

パトロールあり

111.3m3／日
35%

省ｴﾈ

パトロール機能による2009年夏の省エネ事例
＇関西地区９某病院の事例（

パトロール無し

パトロール有り

※気温補正後

Ⅱ－業務部門

GHPとエネフレックスの累計導入数

900拠点以上＇8千台（でご利用中

＇2011年2月末日現在（

141

900
以上

465

289

805

115

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

2007 2008 2009 2010

拠点数

エネフレックス
　内 パトロール

IEEJ: 2011年4月掲載



21

電力

環境
＇温湿度、ＣＯ１（

ガス

中央監視盤など
他社システム

＇データが取り出せる場合に対応（

照明制御

空調
＇ＧＨＰ・ＥＨＰ（

その他設備
＇デマンド制御

等（

データ取込み

省エネ
制御

ビルオーナー テナント

熱量・水量

エネルギー
管理

＇計測（

３，０－「もっとＳＡＶＥ」の特長と機能

Ⅱ－業務部門

<システム特長と機能>

①機器だけでなく、ガス、電気・水道など建物のエネルギー使用実態の把握や、

中央監視盤などの他社システムデータの取り込みも可能

②お客さま個々にデータセンターの設置が丌要のため、比較的安価で導入・カスタ

マイズし、どこからでもエネルギー管理、省エネ制御が行える簡易ＢＥＭＳシステム

IEEJ: 2011年4月掲載
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３，０－「もっとＳＡＶＥ」の特長と機能＇画面イメージ（

Ⅱ－業務部門

管理者が、照明
リモコンも操作可

IEEJ: 2011年4月掲載
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空調機器メーカー
総合電気メーカー

【参考】各社のＢＥＭＳシステムのポジショニング

簡易な見える
化が中心

他社と繋がるｼｽﾃﾑ
＜オープン系または統轄型＞

自社製品特化ｼｽﾃﾑ
＜クローズ系＞

デバイス

メーカー

中央監視メーカー
総合電気メーカー

＇本格BEMS（

電気機器
メーカー 空調や照明

制御が可能電気機器
メーカー

エネルギー事業者の
強みが生きる領域
＇他社システムのデー
タ取込等（

大阪ガス
もっとSAVE

機能強化中

デバイス
メーカー

一般に高額

一般に安価

Ⅱ－業務部門 IEEJ: 2011年4月掲載
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３，１－「もっとＳＡＶＥ」導入事例とその効果

1. 温水ボイラの設定最適化

＇チューニング（

2. 駐車場の照明、点灯時間の

最適化

3. 空調機の外気取入れ状況

把握、空調設定の最適化

4. 換気緩和＇室内圧調整（に

よる出入口の外気流入調整

検討した省エネ施策

ｷｭｰﾋﾞｸﾙB
０F

CT

CT

屋上、７F ボイラ１台

盤

ｷｭｰﾋﾞｸﾙA

店内
地域冷暖房

による冷水供給

P

熱量計測
P ビル管理会社

電力使用量
計測

ガス使用量
計測

導入前＇ベース（ 導入後 削減率

電力 7,600 MWh 6,680 MWh 12.1%

冷水
＇地冷（

17,570 GJ 13,500 GJ 23.1%

ガス 100 千m3 92 千m3 8.1%

Ⅱ－業務部門

◆関西地区９某商業施設の事例 【見える化対象、システム概要】

電力使用量
計測

IEEJ: 2011年4月掲載
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課題と対応案

投資回収年数のみで評価される簡易ＢＥＭＳの現状
単純設備投資と同様の認識から、
高い費用対効果や短い回収年数を求められる

「見える化」だけの価格競争
計測装置など「見える」機能への支援策は複数存在＇※1（するが、
確実な省エネ効果のある制御機能も含めた支援策が限定的＇※2（

流量計のコストを抑える必要性
流量計や流量センサーの製品価格が高い

簡易ＢＥＭＳをユーティリティの標準機能とみなし普及拡大を図る施策
エネルギー計測・管理の促進化、導入した事業者への優遇措置

空調や照明の省エネ制御機能も対象に含めた補助制度の拡充
制御機能を備える場合、評価項目とする

製造メーカーが増え、競争原理で流量計の価格が下がる施策
計量促進化による市場拡大
安価な流量センサーの開発支援

課 題

対 応 案

Ⅱ－業務部門

※1の例９省エネルギー計測監視設備等導入事業助成金＇経済産業省・・・計測監視装置費、工事費（が対象
※2の例９住宅・建築物省ＣＯ１先導事業＇国交省（・・・先進性など採択基準が高い

IEEJ: 2011年4月掲載
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【参考】行動観察に基づくオフィスの省エネ設計

Ⅱ－業務部門

<行動観察とは>

観 察９ビデオカメラや観察員によって調査対象の行動を観察

分 析９観察結果を人間工学、環境心理学、エスノグラフィーなど科学的に分析

改 善９潜在的課題を抽出し、ITなどを用いサービス改善を実行

※大阪ガスでは2009年7月に行動観察研究所を設立し、サービスを展開中

<観察で判明した省エネ阻害要因>
・ワークスタイル・性別等による温冷感の違い
・入居者とビル管理者のコミュニケーション丌足による過度な温度設定

<改善策の検討と実行>
・携帯型ＩＰ電話を利用した在室検知機能
・入居者とビル管理者のコミュニケーションを促進するＢＥＭＳ導入

→空調制御を在室者特性に合わせる等

<省CO2効果>
・改修前比▲約15％＇省エネ設備の導入効果と併せると▲約30%（

◆大阪ガス北部事業所の改修における行動観察の事例

住所 大阪府高槻市
竣工 1979年
延床面積 約6,000㎡
構造 鉄骨鉄筋

コンクリート造
階数 5階建て
用途 事務所

IEEJ: 2011年4月掲載
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ご清聴ありがとうございました
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第4回研究会 参考資料

2011年3月9日
省エネ行動とエネルギー管理に関する研究会

事務局

資料３

IEEJ: 2011年4月掲載
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～本日の議論のポイント（案）～

「エネルギー事業者からの情報提供」に関する論点

１．エネルギー需要家（産業／業務／家庭部門毎）の視点
・エネルギー管理をする上で需要家にとって有用と思われる情報

- 需要家自身の情報（時系列情報や前年同月との比較とその精度・粒度など）
- 上記以外の情報（テナント毎情報、機器別・業種別等他の需要家の情報など）
- それらの情報の提供方法（プル型、プッシュ型など）

・情報と省エネ行動の“気付き”のギャップを埋める手段として何が考えられるか

・実際に省エネ行動（無駄削減、運用改善、機器入替など）を起こさせる上での障害

２．エネルギー供給事業者（電力／ガス事業毎）の視点
・現在提供中の情報サービス等とその目的・効果・メリット

（負荷平準化、社会的責任、設備導入、顧客満足度、等）

・エネルギー供給事業者における情報提供やエネルギー診断の位置付け
・エネルギー診断の実情（対象、タイミング、やり方など）とそれに係る人材の育成方法
・需要家に有用な情報サービスやエネルギー診断を提供する上での障害

- 技術面（計測、情報不足など）、制度面（プライバシーなど）、資源面（資金、人材など）

IEEJ: 2011年4月掲載
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（図注）実線・黒字は現行省エネ法で担保、実線・白字は政府の事業として実施、点線・白字は今後の対策候補、
実線・赤字はその他の取り組み。 ※イメージであり、実際の関連する対策をすべて表現しているものではない。

エネルギー管理（運用改善、診断、法規制、等）
に関するイメージ（案）

年間１％のエネルギー原単位改善、判断基準の遵守

エネ消費

需要家数

超大

小多

少
産業部門 業務部門

政策の対象

1500kl～

エネルギー管理者

100kl～

エネルギー管理員

3000kl～

無料簡易診断
（省エネルギー対策導入指導事業）

ESCO支援

省エネ診断
（詳細診断）

※NEDO診断は終了

自
治
体
の
独
自
の
取
り
組
み

家庭部門

設備更新やエネルギー転換と連動した需要家側への情報提供

機器省エネラベル
住宅省エネラベル

定期報告書、中長期計画書、工場現地調査

見える化事業
（省エネルギー計測監視設備

等導入事業）

スマートコミュニティ事業
（地域エネルギーマネジメントシステム開発事業、地域エネル
ギーマネジメントシステムに関する標準化等調査事業）等

IEEJ: 2011年4月掲載



エネルギー供給事業者の情報提供
（参考資料）

4
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海外におけるエネルギー供給事業者による
情報提供の現状

産業 ●エネルギー診断やエンジニアリング情報提供

（省エネプログラム等）

・Duke Energy （米国）のEnergy Assessments

業務 ●エネルギー診断やエンジニアリング情報提供

（省エネプログラム等）

・Southern Company（米国）のDSMプログラムの実施

家庭 ●スマートメーターの導入等による、電力・ガス使用情報等の提供

・PG&E（米国）、Oklahoma G&E（米国）、EDF Suivi-Conso（フラン

ス）のエネルギー情報提供サービス

・サクラメント電力公社とOPOWER社（米国）による情報提供の社会

実験

5（出所）各種資料より事務局作成

政府の省エネプロ
グラム等の一環、
又は自由化による
顧客（需要家）獲得
目的で実施

政府の省エネプロ
グラム等の一環、
又は自由化による
顧客（需要家）獲得
目的で実施

IEEJ: 2011年4月掲載



Duke Energy（米国南東部と中
西部の大手電力会社） では、
産業部門の需要家を対象に、
インターネットによる省エネアド
バイスを行っている。

需要家の所属する業種、床面積、
いくつかの質問事項への回答（例え
ば、自分の工場ではEMSの改善を

必要とするか？等）を入力。簡易的
なエネルギー管理に関するアドバイ
スがHP上で提供される。

エネルギー供給事業者からの情報提供
（Duke EnergyのOnline Assessment）

出所：http://www.duke-energynewsline.com/FacilityAssessment.aspx?accountid=4507

IEEJ: 2011年4月掲載



エネルギー供給事業者からの情報提供
（Southern Companyの省エネルギープログラム）

（出所）Southern Company, “Our Energy Future” 7

Southern Company（米国アトランタ州の電力会社）では、産業/業務部門の需要家に対して、Real 
Time Pricing、高効率設備の導入、負荷遮断可能料金、ビルの無料診断等を行っている。

IEEJ: 2011年4月掲載



・Oklahoma Gas & Electric
（米国オクラホマ州とアーカンソ
ー州西部の電力会社）では、家
庭部門の需要家に対してエネ
ルギー消費量や家庭部門の省
エネ対策に関する情報提供を
行っている。
・オンラインでの世帯別の簡易
エネルギー診断も実施。
（訪問形式の有料診断も別途実
施）

OGEの需要家は、ＨＰ上で申し込みをすれば、
Custom Energy Reportによる無料の省エネアドバイ

スを受けられる。

エネルギー供給事業者からの情報提供
（OGEのCustom Energy Report）

出所:http://www.oge.com/residential-customers/save-energy-and-money/EnergyEfficiency/Pages/Custom%20Energy%20Report.aspx

IEEJ: 2011年4月掲載



EDF（フランス電力公社）は、家庭
部門の需要家に対して、次の3つ
の情報提供関連のエネルギーサ
ービスを提供している。

－年間消費量（キロワット）とエネ
ルギーコスト（ユーロ）の推計

－省エネアドバイスの提供

－昨年度のエネルギー消費実績
評価

エネルギー供給事業者からの情報提供
（EDFのエネルギー情報提供サービス）

出所:http://bleuciel.edf.com/offres-et-services/simplifier-la-gestion-de-son-contrat/le-suivi-conso-48007.html

IEEJ: 2011年4月掲載



エネルギー供給事業者からの情報提供
（PG&EのSee Your Power）

Gas central heating $1.07 
per hour

Electric central heating $1.37 
per hour

Gas water heater $10 – 33 
per month

Electric water heater $18 – 54 
per month

Portable heater $0.21 
per hour /unit

Ceiling fan $1.21 – $6.80 
per year

Pacific Gas and Electric Company（米国北カリフォルニア州の電力・ガス供給会

社）では、家庭部門の需要家に対して以下の情報提供サービスを実施している。
-スマートメーターによる家庭用エネルギー消費量（毎時、毎日、毎月）、

機器別エネルギー消費量の比較、省エネアドバイス等の情報提供サービスを実施
-スマートメーターを設置することで、オンラインでエネルギー消費量の履歴を見ることが可能
-空調、洗濯機、冷蔵庫、照明等の平均的な電力消費量、電力料金を表示
-省エネ型への買換えや省エネ対策を紹介
-電気料金高額帯に入る前に警告を発する（電話、メール等）サービス

（出所）http://www.pge.com/smartmeter/

スマートメーター

オンラインエネ消費情報提供サービス

機器のエネルギーコストの比較

10
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エネルギー供給事業者からの情報提供
（PG&Eによる情報提供の例）

出所：http://ventureclef.com/blog2/?p=886

日別のガス消費量、度日の履歴

毎時の電力消費量・費用の履歴

電力・ガス消費量に関する情報提供

PG&Eの情報提供例：

全年同月との比較

相対比較

毎日のエネ消費履歴

11
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エネルギー供給事業者からの情報提供
（サクラメント電力公社とOPOWER社による社会実験）

（出所：OPWER社ウェブサイト http://www.opwer.comより作成）

（出所）木村宰、電力中央研究所「省エネルギー政策の実効性評価と改善提案」より抜粋
12
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（出所：Allcotte, “Social Norms and Energy Conservation”, MIT)

エネルギー供給事業者からの情報提供
（サクラメント電力公社とOPOWER社による社会実験）

13
（出所）木村宰、電力中央研究所「省エネルギー政策の実効性評価と改善提案」より抜粋
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主要国での検針制度

（出所）第３回スマートメーター制度検討会資料より抜粋 14

• 海外では日本のような検針制度が確立されていない国が多数で、需要家自身が自らのエネルギー消費実態
を把握できていないことが多い。

• スマートメーター等の普及に伴い、遠隔検針による正確な料金徴収の実現を図るとともに、まずは基礎的な消
費実態の情報提供に着手している状況。
（エネルギー消費量計測インフラ整備が発展途中であるため、エネルギー供給事業者による情報提供も日本
ほど確立されていない模様 ）

参考資料

IEEJ: 2011年4月掲載



実施状況（計画） 主なメーターの要件 導入の背景

米国 2009年で類型1000万台導

入済み。
・双方向通信

・遠隔接続・切断

・最低1時間に1回の計量

・大規模停電の発生。

英国 政府が2020年までに電気・

ガスのスマートメーターを全
需要家に導入する案を発表
。

・双方向通信

・20年の寿命

・データの記録とアップロード

・クレジット、プリペイド機能

・分散型電源の発電増加。

・再エネ（特に風力発電）の増加。

・欧州が取り組むＣＯ２削減などへの対策。

スウェーデン 2009年に全世帯（約500万
件）に導入完了。

特になし（配電会社により異なる）

※月1回の遠隔検針機能の
みというメーターもある。

・政府が2009年までに電力の全需要家に月に1
度の検針を行うよう配電事業者に義務付け。

・正確な消費情報提供による省エネへの貢献（国
民一人当たり電力消費量が15,000ｋＷｈと多い）

イタリア 2011年末までに全メーター
の95％にスマートメーターを
導入するよう全ての配電事
業者へ義務付け。

・時計/カレンダー機能

・遠隔開始・停止機能

・故障の検知とセンターへの通知

・自動検針や契約管理などの各種
遠隔操作

・電力輸入国である。

・2003年に発生した大規模停電から電力需要の

マネジメントの必要性を認識。

・盗電対策。

スペイン 2008年から2018年までの11
年間で全メーターをスマート
メーターに切り替えるよう義
務化。

・双方向通信

・負荷制御、遠隔開始停止機能

・遠隔検針

・需要が10年間で160％増加するという懸念。

（出所）スマートメーター制度検討会報告書等より事務局作成

米国・欧州各国のスマートメーターの導入状況（計画）と背景
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• 現在、各国においてスマートメーターの導入が検討または実施されている。
• スマートメーターの導入により、今後は家庭部門におけるエネルギー使用情報の取得・
活用が進むことが予想される。

参考資料

IEEJ: 2011年4月掲載



資料４ 

省エネ行動とエネルギー管理に関する研究会 

今後の予定 

 
 

以下の日程で、情報提供のあり方、人材育成のあり方、新たなエネルギ

ー管理の在り方等をテーマに事業者等からヒアリング予定 
 
○3月22日 13:30-15:30 第5回研究会 
 
○以降、4月～6月頃を目途にとりまとめ予定 
 
 
※検討状況に応じて、ヒアリング等を追加実施する場合もある 

IEEJ: 2011年4月掲載

お問い合せ： report@tky.ieej.or.jp
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